
〔感染症発生動向調査企画委員会情報〕                     １２月報 

インフルエンザ定点（小児科定点を含む） 

インフルエンザ：   １９１件（前月比 １７．４，前年比 ２．３）でした。前月比が著明に増加してお

り、例年通りに今後も増加するものと推測されます。前年比も ２．３と増加して

おり、大流行した昨年を上回る勢いであることから、今後の発生動向に特に注意が

必要です。定点当たり届出数が 1未満なのは熊本(０．５)、天草(０．７)、水俣(０．

３)、御船(０．０)でした。有明(１１．３)、宇城(５．７)が特に多いようです。 

 

※（ ）書きは１ヶ月の報告数を定点数で割った値。以下同じ。 

 

小児科定点 

（全体傾向）      ５，７８２件（前月比 １．０、前年比 １．２）であり、感染性胃腸炎３，９８８

件が大きく占めています。前月比、前年比とも大きな変化はないようです。インフ

ルエンザ（前月比 １７．４、前年比 ２．３）が著しく増加しています。流行性耳

下腺炎、伝染性紅斑は例年より少ないようです。 

 

（疾患別傾向） 

１．ＲＳウイルス感染症：２１４件（前月比 １．０、前年比 ０．６）と９月をピークとして、以後は連続し

て減少しましたが、１１月からは横ばいの状況です。８月、９月、１０月は例年よ

り著明に高い値で推移していましたが、１２月は例年より少ない値となっています。

今後は徐々に減少していくものと推測されます。水俣(１３．５)、八代(１０．５)

が多いようです。 

 

２．咽頭結膜熱：     １４４件（前月比 ０．９、前年比 ２．８）でした。８月をピークとし、１０月に

は一旦減少しましたが、再び１１月に大きく増加に転じていました。１２月は前月

比０．９であり、大きな変化はないようです。昨年よりは大きな値で推移していま

す。菊池(１１．５)が多いようです。 

 

３．Ａ群溶レン菌咽頭炎：２８１件（前月比 １．０、前年比 ０．７）でした。５月をピークとして、以後は

９月まで連続して減少しており、その後は１１月までは連続して増加に転じていま

す。前月比は１．０であり、１１月からは横ばいです。菊池(１５．０)が特に多い

ようです。前年よりはやや少ないようです。 

 

４．感染性胃腸炎：     ３，９８８件（ 前月比 ０．９、前年比 １．６）でした。１１月に大きなピークが

あり、１２月は大きな変化はありませんでした。今後は例年通りに減少していく可

能性が高いと推測されます。昨年よりは高い値で推移しているようです。山鹿（１

５５．０)、有明(１３３．０)、天草(１０６．５)が特に多いようです。 

 

５．水  痘：     ４１５件（前月比 １．３、前年比 １．１）でした。平成２４年は例年並に７月か

ら１０月にかけて少ない値で推移していましたが、１１月からは連続して増加して

います。八代(２０．８)、宇城(１４．７)、菊池(１１．８)が特に多いようです。 

 

６．手足口病：        １５６件（前月比 １．１、前年比 １５．６）でした。昨年は夏季におおきなピー

クがありましたが、平成２４年は夏季にピークを迎えることなく低い値で推移し、

１１月、１２月は夏季よりも多い値で推移しています。そのため前年比１５．６と

相対的に大きな増加となっています。有明(１１．２)が特に多いようです。 

 

 



７．伝染性紅斑：    １件（前月比 ０．３、前年比－）でした。平成２４年は大きなピークを認めること

なく、例年より低い値で推移しており、１２月も大きな変化はありませんでした。 

 

８．突発性発しん：   １５６件（前月比 ０．８、前年比 ０．８）。前月比、前年比とも大きな変化はな

く、例年と同様に推移しているようです。 

  

９．百 日 咳：       ０件（前月比－、前年比－）と少ない値で推移しています。 

 

１０． ヘルパンギーナ： ２２件（前月比 ０．５、前年比 １．２）でした。例年通りに７月をピークとして

連続して減少しています。 

 

１１．流行性耳下腺炎： ５６件（前月比 ０．８、前年比 ０．２）でした。平成２４年は６月からは例年より

明らかに少ない値で推移しているようです。７月からは連続して減少しています。 

 

 

 

眼科定点 

１．急性出血性結膜炎： 報告はありません。 

 

２．流行性角結膜炎：    報告数 ６３件(前月比 ０．９、前年同月 ０．９)と目立つ増減はありません。地区

別では熊本 ５５件、菊池 ３件、有明 １件、宇城 ２件、天草 ２件の報告です。

年齢別では ３０歳代をピークに １０〜６０歳代までに多く発症しています。 

 

 

 

ＳＴＤ定点  

１．性器クラミジア感染症：報告数 ２６件（前月比 ０．５、前年比 １．０）でした。前月比では減少していましたが、

前年同月比ではほぼ同数でした。男女別は、女性が ２０件と多く見られています。年齢別

は、女性は ２０～２９歳に １２件と多く、男性では ２０～５９歳に見られています。地区別

は、熊本が １８件と圧倒的に多く、次いで宇城、御船各 ３件、八代、有明に各 １件でし

た。 

 

２．性器ヘルペスウイルス感染症： 

報告数 ２０件（前月比 １．１、前年比 １．５）でした。前月比、前年同月比とも増加してい

ます。男女別は、女性が １７件と多く、年齢別では、女性は ２０～７０歳以上、男性でも 

２５～７０歳と幅広く見られています。地域別は、熊本が １１件と圧倒的に多く、次いで八

代 ７件、御船、宇城に各 １件でした。 

 

３．尖圭コンジローマ：報告数は ６件（前月比 ０．９、前年比 １．５）でした。前月比では減少していましたが、前

年同月比では増加しています。男女別は、男性に ５件と多く見られています。年齢別は、

男性では １５～４４歳に、女性では ４５～４９歳に見られています。地区別は、宇城 ５件、

熊本 １件でした。 

 

４．淋菌感染症：       報告数は １０件（前月比 ０．８、前年比 ０．６）でした。前月比、前年同月比とも減少して

います。男女別は、男性に ７件と多く見られています。年齢別は、男性は １５～６９歳に、



女性では ２０～３４歳に見られています。地区別は、熊本 ８件、宇城 ２件でした。 

 

 

 

基幹定点 

（週報分） 

１．細菌性髄膜炎：  報告数 ０件（前月比 －１、前年同月比 －３）でした。 

 

２．無菌性髄膜炎：     報告数 ３件（前月比 １．０ 、前年同月比 １．５）でした。 

 

３．マイコプラズマ肺炎： 報告数 ８件（前月比 ０．３、前年同月比 ０．２）でした。ようやく減少しました。 

 

４．クラミジア肺炎:      報告数 ２件（前月比 ＋２、前年同月比 ＋２）でした。 

 

 

（月報分） 

１．メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症：  

報告数 １７件（前月比 １．１、前年同月比 ０．２）でした。１６件（９４％）が ７
０歳以上でした。 昨年１０月より減少傾向が続いています。 

 

２．ペニシリン耐性肺炎球菌感染症：  

報告数 ３件（前月比 ０．４、前年同月比 ０．６）でした。 

 

３．薬剤耐性緑膿菌感染症： 

報告数 ０件（前月比 －１、前年同月比 －１）でした。 

  

４．薬剤耐性アシネトバクター感染症： 

報告数 ０件（前月比 ±０、前年同月比 ±０）でした。 

 

 

 

 

届け出対象感染症 

１類感染症：        報告はありませんでした。  

２類感染症：        結核：２７件  

３類感染症：         腸管出血性大腸菌感染症：３件 

４類感染症：        つつが虫病：６件 

              日本紅斑熱：３件 

レジオネラ症：２件 

５類感染症（全数把握）：  アメーバ赤痢：２件 

後天性免疫不全症候群：１件 


